
平成２９年第２回田布施町議会定例会一般質問通告一覧表 
 

質問者１ 松田 規久夫                             ※一問一答 

 

 

質問者２ 瀨石 公夫                             ※一問一答 

質問事項 質    問    要    旨 質問の相手 

１．町づくり

における町営

住宅 

田布施町公営住宅等長寿命計画策定業務報告が平成２６年３月に整備

計画１０年として作成され、２８年６月に改訂された。計画の基本的考

え方は、町営住宅の改善､建替え等を限られた財源の中で効率的に進める

ためには、これらのストック（１１団地３２９戸）の長寿命化を図り、

ライフサイクルコストの縮減につなげていく必要があると明記されてい

る。町営住宅建設と将来に向けての町づくりをどのように考えているの

か。田布施町はコンパクトシティーを目指すのか。建替予定の城南地区

の８戸と小学校、保育園の存続、統廃合はどのようにつながるのか。波

野北住宅３０戸、城南住宅８戸は町財政を考慮した場合本当に必要なの

か。 

町長 

２．働き方改

革の取り組み 

過労自殺やパワハラなどが社会問題となっている。田布施町では特徴ある

取り組みはされているのか。プレミアムフライデーは導入されたが、職員に

対し何か対策をしたのか。町長は一人ひとりの働き手が密度濃く元気に働け

る環境を整えなければならない。また、働く職員の成長を促し支え、一人の

プロとして腕を磨く優秀な人材には人並み以上に報いる何らかの対処法を

考える必要がある。今、労働人口の減少により働き方が急速に変化している。

若い職員に人生とキャリア形成に柔軟な変化対応力が求められる。重複する

部分はあるが具体的に３点質問したい。 

・人材育成に関しては何をするのか 

・病気の治療や介護、育児と仕事を両立するため制度や慣行はどうするのか 

・柔軟な働き方を実行した場合、住民に提供するサービス低下の防止策は。

また、特定の職員に仕事の負荷がかかることはないか 

町長 

３．小学校の

外国語学習に

向けて 

新学習指導要領の２０２０年度英語全面実施に向け、小学校教員のス

キルアップの計画を尋ねる。小学校の英語の授業時間は現在の３倍に増

え、内容も高度になる。教員が短期間で力量を向上させることは容易で

はない。特に、コンバセーション（会話）の支援策は用意されているの

か。英語は他の教科に比べ、教え方が難しいと思われる。低学年生にも

無理なく教えるコツを教員が共有する必要があり、１８年から先行実施

２年間の水平展開を教員間でどのようにするのか。 

教育長 

質問事項 質    問    要    旨 質問の相手 

１．安心した

暮らしと、子

育ての充実に

ついて 

私は後援会パンフレットで大きくは １安心した暮らしと、子育ての

充実 ２ふるさと産業を支え、地域の活性化 ３安全で便利な、住みよ

いふるさとを実現の３点を公約に訴えて来た。 

そうしたことで、「貴方の声をお聴かせください」の投稿欄に１９件の

要望が寄せられた。 

最初に「安心した暮らしと、子育ての充実」に関することについて町

民の皆さんから５件の要望があり対応策を尋ねる。 

１ 子育て支援、福祉医療費助成制度、保育料等の軽減 

２ 青少年の健全育成（教育重視）に向けた町づくりを一層。 

３ 町民の声を吸い上げてください、いじめ対策、福祉の充実を。 

町長 

教育長 



 

質問者３ 西本 篤史                             ※一問一答 

４ 不登校児問題に取り組んで欲しい。 

５ ふるさと田布施を明るく楽しい町にして欲しい。 

などの投稿があり子育て支援、青少年健全育成、不登校の問題等現状

の分析を行い、しっかりした対応、対策に取り組む必要があると思われ

るが所見を尋ねる。 

２．ふるさと

産業を支え、

地域の活性化

について 

後援会パンフレットで訴えた、「ふるさと産業を支え、地域の活性化」

に関することについて町民の皆さんから投稿により７件の要望があり対

応策を尋ねる。 

 １ 田布施駅前の活性化を図る。 

 ２ 田布施駅から田布施農工へ抜ける道を拡げて。 

 ３ ＩoＴ社会追従のためデーターセンターの誘致。 

 ４ 役場隣接の公園の有効活用を。 

 ５ 活気ある田布施町を、特に農業振興を。 

 ６ 観光振興に取り組んで欲しい。 

 ７ ケーブルテレビを通してください。 

などの投稿があり、町民の皆さんが「豊かに」暮らせるふるさとのた

めに、現在までの取り組み状況及び現状の分析を行い、真に活性化する

対策が必要と思われるが所見を尋ねる。 

町長 

３．安全で便

利な、住みよ

いふるさとの

実現について 

後援会パンフレットで訴えた「安全で便利な、住みよいふるさとの実

現」に関することについて町民の皆さんから７件の要望があり対応を尋

ねる。 

 １ 主要道路で暗いところがあり、危険なため外灯を取り付けて頂

きたい。 

 ２ 防災対策が遅れている対策を。 

 ３ 空家対策に取り組んで欲しい。 

 ４ 県道の拡幅と歩道の設置を。 

 ５ 平生町行のバスを通して欲しい。 

 ６ 防災無線が聞こえない。 

 ７ 買い物支援、車による巡回販売に財政的支援を。 

などの投稿があり、町民の皆さんが「幸せ」に暮らせるふるさとのた

めに、現状を把握し今後の対応、対策が必要と思われるが所見を尋ねる。 

町長 

質問事項 質    問    要    旨 質問の相手 

１．救急・消

防の広域化は

可能か 

 昨年の暮れ（平成28年12月上旬）小行司地区で住民が倒れ救急車を呼ん

だが中々来なく、近くまで来たが家が分からずうろうろし、他の住民が誘導し

てようやく家にたどり着いた。しかも、柳井の周東病院に搬送をお願いしたが

これも道が分からず時間が掛かって着いたと聞いた。その後その方は亡くな

られた。もう少し早く到着すれば助かったかもしれない。 

・光消防署に事情を聞くと 

当日、光消防東（城南）の救急車が出払い、光消防本部から出発したが不

慣れな道のため時間が掛かった。 

・住民に聞くと 

いつも救急車はすぐに来ない。早くて３０分、1時間３０分掛かることもある。

日頃から道のりの訓練をすればいいのでは。柳井消防署から救急車が来れ

ば１５分あれば十分到着する。 

・県消防保安課からは 

消防の責任は、各市町村が負うことになっており、他地区からの救急出動

は困難です。平成６年以降、市町村消防の広域化が推進されており、本県で

町長 



 

質問者４ 河内 賀寿                             ※一問一答 

 

質問者５ 國本 悦郎             ※最初は一括質問一括答弁、２回目より一問一答 

は、宇部・山陽小野田が広域化の事例となりますが、現在、光地区消防と柳

井地区消防が合併するような予定はうかがっておりません。現状において、

柳井から小行司地区へ救急等が出動するためには、光地区消防が柳井地

区消防に対して、応援協定による出動を要請する必要があります。出動要請

は、各消防の判断で行われますが、一般的には大規模事故等で、責任消防

管内の救急車等が出払っている場合等に行われるものであり、通常時の救

急対応で出動要請を行うことはないと聞いています。したがって、市町村合

併、あるいは地区消防の合併により、小行司地区が柳井の管内とにならなけ

れば、通常時の柳井からの救急出動は困難ということです。 

 先日、町長とお話しすると以前は協定を結んでいたと聞く。しかし、担当者

が替わり段々消えていった。 

再度柳井市との消防協定を結び広域化をしてはどうか質問する。 

２．ふるさと

納税 寄付金

の活用方法は 

平成２０年度から始まったふるさと寄付金制度は町の活性化に繋が

る。４年前、町の返礼品は田布施町史１つだけであったが、現在５３品

になった。ホームページの活用、支払い方法の改善の結果、年々寄付金

額が上がり町の商品が売れ活性化に繋がった。平成 28年度総務省が全国

自治体にアンケートを行った結果、使い道のトップは「教育」次に「子

育て支援」であった。田布施町の回答はどうであったか。寄付金額はい

くらであったか。活用する事業（詳細）はどうなのか質問する。 

町長 

質問事項 質    問    要    旨 質問の相手 

１．ボートレ

ースチケット

ショップ オ

ラレ田布施の

営業状態 

昨年１２月１０日、ボートレースチケットショップ オラレ田布施が

営業を開始してから３ヶ月になる。売上金の２％は町に入るということ

なので、末永く繁盛してもらいたいが営業状態はどうか。 

また、建設前に反対する人からは、暴走族のたまり場になるなど、環

境悪化を指摘されていたが、実際にそういうことはあったか。 

町長 

質問事項 質    問    要    旨 質問の相手 

１．麻里府地

区の将来プラ

ン策定につい

て 

まちづくりの基本は「人と自然が循環するまちづくり」と考えて、田

布施町に移住してから５年間活動を進めてきた。                            

今の麻里府地区の現状を見ると、先ず、医者が居なくなり、５年前か

ら地区から店は全部なくなり、２年前には麻里府小学校も廃校となり、

人が循環し、自然も循環していくという一番必要な要素がすべてなくな

ったと言ってもいい。 

麻里府地区ではそれらだけではなく、公民館の移転、旧麻里府小学校

の跡地活用、地区民の高齢化、空き家対策、里山整備、･･･等々解決すべ

き問題は山積している。 

麻里府地区の人と自然が循環する将来プランは、行政の責任として町

が主導し、住民の意見を反映させながら練って決定し、「官民一体」で推

し進めていくべきものと考える。 

①麻里府地区の振興について、なぜ昨年度予算化したにも拘わらず、

執行できなかったのか。これから予算化していない現状で、どういう

ような手順で将来プランを作成し、それを施策としてどう実現してい

くのか。 

②災害時には司令塔にならないばかりか今でさえ国道の南側にあり、

町長 



 

 

質問者６ 竹谷 和彦             ※最初は一括質問一括答弁、２回目より一問一答 

何かと不便な公民館の移転は、その将来プランの中で重要な柱となる

はずだが、近辺の自治体では、「コミュニティーセンター」や「地域

交流センター」などと名称を変え、所轄や実施事業を変えている。そ

ういったことも踏まえて、公民館の移転についてどのように考えてい

るのか。 

③麻里府小学校が廃校となり、２年経つ。この間、校舎や体育館、グ

ランドはどのように活用されてきたのか、これからどのような活用が

できるのか。 

２．役場ＯＢ

（ＯＧ）の活

用について 

町の地域振興をするために田布施町に精通した役場を退職したＯＢ

（ＯＧ）を活用すると、直ぐにでも公民館のある町内５地区との接点の

部分で大いに活動できるのではないかと思っている。 

①これまで３年間の退職者の再任用の状況と、主にデスクワークの内

勤、主に外回りの外勤の別は。 

②公民館のある町内５地区との接点を担う「集落支援員」に役場を退

職したＯＢ（ＯＧ）を嘱託として充て、活用できないものかと思って

いるが、如何なものか。 

③役場を退職したＯＢ（ＯＧ）が中心的な役割を担うＮＰＯ法人の設

立を、今後進めて行くつもりはないか。 

町長 

３．教員や生

徒・保護者の

部活動の負担

の軽減をどう

すすめるか 

部活動が朝練習や延長練習、土日の練習といった過重な活動により大

きな負担として、教員の他の教育活動、生徒の心身の面で支障をきたし

ているとの声を最近よく耳にする。 

また、放課後や土日の課外活動にも拘わらず、教員の全員顧問制につ

いても、運動面での専門的知識のない人から顧問の選択制を求める意見

もネットでよく目にする。 

①田布施中学校での朝練習、延長練習、土日の練習、練習試合の費用

を賄ったりするために後援会と称して保護者から徴収しているお金、

外部指導者の導入の実態はどうか。また、外部指導者を導入している

部活動があれば、顧問と外部指導者との間でトラブルとなった事例は

ないか。 

②新年度から新しい陣容で部活動が始まるが、顧問の選択制を含めて、

部活動負担軽減のための具体策は。 

教育長 

質問事項 質    問    要    旨 質問の相手 

１．田布施第

２庁舎計画見

積書について 

 １社からの見積書が提出されているが、他社からの相見積もりは取っ

ているのか。取っていないのであれば、なぜ取らないのか。 

 町民の財産となる建築物であるので、時間をかけて建築コンペを行う

などして公募を行いよりよい建築方法やデザインを募集し、決定後に競

争入札で行うべきではないのか。 

町長 

２．借地料に

ついて 

田布施中学校と田布施町郷土館の借地料はそれぞれ年間いくら支払わ

れているのか。また、今までに支払ってきた昨年度末までの累計金額は

いくらになるのか。 

今後、現在使用している土地を買い取る交渉や移転する予定はあるか。

（例えば、第２庁舎を建てる際に郷土館も盛り込む等） 

町長 



 

 

 

 

３．学校の設

備・備品等の

活用について 

私のＰＴＡ活動の経験から感じたことだが、例えば田布施中学校の場

合を例に挙げると、音楽準備室にあるギター３１本の弦がすべて切れて

いて使用できない状態である。中学１年生の音楽の教科書にはロマンス

「禁じられた遊び」や３年生ではビートルズの曲が取り上げられている

ので授業で活用できるようにしたらいかがか。 

また、音楽観賞用に購入されたオーディオ機器が壊れたままになり、

ＣＤラジカセが使われている。旧校舎の時代にはＮＨＫでも採用されて

いた大手メーカーの大きなスピーカーで音楽鑑賞をしていたが、校舎建

て替えの際に処分されてしまったようだ。他には、天体ドームの活用が

町主催の年４回のみの観望会で使用されているのみで、せっかく素晴ら

しい施設があるのに中学生が使用する機会がない。ＰＴＡで生徒から３

年間卒業するまでまったく天体ドームに上がったことがないので残念だ

という意見が出ていた。陶芸用の巨大な窯も当初は使用されていたよう

であるが、現在は物置となっている。ランチルームに設置された音響機

器も現在では使用できない状態であるが、ミキサーやアンプ、スピーカ

ー等は整備すれば活用できるのではないかと思われる。 

以上は中学校の例であるが、各校とも今一度、備品や設備の管理を徹

底して見直し、無駄のないように活用していくべきだと考えるが、町と

しての考えをお聞かせ願いたい。 

教育長 


